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 ドイツで開催の第２回早期警報国際会議に参加 
 

 第２回早期警報国際会議（主催：ドイツ政府、
共催：ISDR（国連国際防災戦略）事務局）が 2003
年 10 月 16 日から 18 日にかけて、ドイツのボンで
開催されました。この会議は今年、世界各地で開催
された専門家会議や地域ワークショップ等を総括す
るもので、早期警報システムの向上ならびに明確な
目標設定とその責任ある実行を通じ、災害による被
害をどのように少なくしていくかについて活発な議
論が行われました。 
 会議２日目の 17 日には、日本政府がコーディネ

ートし、ADRC が議長を務めるセッション「効果的
な早期警報―政策立案者と住民間の効果的なリスク
コミュニケーションのためのハザードマップの活
用」を開催しました。内閣府と国際建設技術協会に
よる２名の基調講演のあと、西川 ADRC 所長を議長
とするパネルディスカッションが行われました。こ
のパネルディスカッションでは、バングラデシュ、
韓国、フィリピン、ベトナムからのパネリスト達が
住民意識の高揚と早期警報を促進するためのツール
としてのハザードマップ作成の効用について活発な
議論を行い、
意識高揚の
ために役立
つハザード
マップの作
成には、全
ての利害関
係者が協力
し、それぞ
れのコミュ
ニティの状
況を配慮す
ることの必要性が強調されました。また、早期警報
システムを効率的に促進させていくには、地域の状
況に応じたハザードマップ作成のためのマニュアル
作りや、マップ作成のためのオンサイト・トレーニ
ングの必要性が謳われました。 
 なお、当会議の概要については会議ホームペー

ジ（http://www.ewc2.org/）でご覧いただけます。ま
た、上記セッションについてのお問い合わせは、
ADRC（rep@adrc.or.jp）までお願いします。 

 
 UNESCO での「分野横断的なテーマにおけるイニ

シアティヴの中間会議」に出席 
 
2003 年 9 月 25-26 日、「ユネスコ分野横断的なテ

ーマにおけるイニシアティヴ中間会議：アジア・ラ 

 
テンアメリカ・カリブ地域における自然災害の予防」
がパリのユネスコ本部で開催されました。この会議
では、アントファガスタ（チリ）、デラドン（イン
ド）、カトマンズ（ネパール）、ディファナ（メキ
シコ）といった参加都市におけるプロジェクトの進
行状況の報告が行われ、このプロジェクトや類似の
取り組みの成果を共有する機会が設けられました。
この2日間の
会議では、都
市計画や公
共政策のプ
ロジェクト
評価の結果
をいかに適
用するかに
ついて活発
な議論が行
われました。
ADRC からは、角崎悦子主任研究員がリソースとし
て会議に参加し、「今後の活動への提言」のパネル
ディスカッションでは、ラポーターを努めました。
この会議についての詳細は、プロジェクト・コーデ
ィ ネ ー タ で あ る カ ル ロ ス ・ ヴ ィ ラ シ ス 氏
（Carlos_Villacis@ksg02.harvard.edu）、もしくは、
角崎主任研究員(tsunozaki@adrc.or.jp)までお問合せ
ください。 
 
 TDRM 国際会議「大災害の教訓に学ぶ ～みん

なで参加する災害への備え～」が神戸で開催 

 
 アジア防災センターでは、2005 年 1 月開催予定

の国連防災世界会議のプレイベントの一つとして、
標記の国際会議を国連人道問題調整事務所神戸と共
同で平成１５年１２月２日（火）～４日（木）に神
戸ポートピアホテル「偕楽の間」にて開催します。
過去の災害事例をもとに、行政、メディア、教育、
ＮＧＯ、企業、コミュニティの幅広い防災活動への
参加と協力など総合的な防災のあり方のロードマッ
プをつくろうとするものです。 
アジア 27 カ国の政府代表、国連諸機関、ＮＧＯ、

メディア、教育など多くの関係者が参加します。初
日の 12 月 2 日(火)は国連、NHK 山崎登解説委員、
東京大学生産技術研究所目黒公郎氏、京都大学防災
研究所林春男氏、中国、インドなどからの事例報告
やパネルディスカッションなどオープンフォーラム
として、広く一般からの参加も呼びかけています（同
時通訳有り）。詳細は、http://www.adrc.or.jp/、ま
たはrep@adrc.or.jpまでお願いします。 


